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（１）人口に関する認識の共有
・村の人口の現状分析や今後目指すべき将来の方向と人口の将来展望を示します。
（２）目指すべき将来の展望の明確化と施策効果の予測・検証
・人口や産業をはじめとする村を取り巻く各指標の現状と課題の認識に基づき、むらの特性を把握します。
・村の特性を踏まえ、将来展望を明確にし、今後実施する施策の効果の予測と検証を行います。

東白川村の人口の推移と将来展望東白川村人口ビジョンの目的

東白川村人口ビジョン 概要

目標値

■基準値
・平成22（2010）年
：2,514人（国勢調査）

・平成22（2010）年
：2,716人（住民基本台帳）

・平成26（2014）年
：2,521人（住民基本台帳）

人口の将来展望の実現を目指し、総合戦略を実施します。

東白川村の人口動態と東白川村の抱える課題

※平成22年までは国勢調査による実績値
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昭和55年 平成22年 平成72年※ 社人研推計
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総人口の減少理由は・・・

出生率の向上と転入増加による
人口減少の抑制

減少し続ける総人口

■理由別転出･転入の推移

■出生数と女性の人口（15～49歳）の推移

少子高齢化
厚みのない
人口構造へ

取り組むべき課題は
・出生率の向上
・雇用の確保
・転入・交流人口の拡大
・住みよい村づくり

自然増減・社会増減
ともに減少傾向

減り続ける女性と出生数

進学・就職が原因となる若年層の転出超過

■社会増減、自然増減の推移

■平成17（2005）年→平成22（2010）年
性別・年齢階級別人口移動

■東白川村の夜間人口・就業者人口・従業者数の推移

平成72年 ※将来展望

■目標値
・短期ビジョンー平成37（2025）年
：2,093人

・中期ビジョンー平成52（2040）年
：1,887人

・長期ビジョンー平成72（2060）年
：1,734人

出典：厚生労働省「人口動態統計」 出典：国勢調査

出典：国勢調査 出典：国勢調査

出典：国勢調査

就業人口・従業者人口の減少による
村の活力の低下

１０代は大きく減少

60歳以降は微増


